令和2年度（2020年度）　第2回熊本市障がい者自立支援協議会　
日時　　　令和2年（2020年）11月12日（木）　14時半～
会場　　　熊本市役所議会棟2階予算決算委員会室
出席者　　相藤委員、山田勝久委員、後藤純子委員、秋成委員、大島委員、谷口委員、秋吉委員、園田委員、平田委員、中島委員、後藤加菜委員、田尻委員、山田浩三委員、平川委員、山田美輝委員、清田委員、古里委員、野口委員、里委員、玉垣委員、福田委員、勝本委員、多門委員、西委員、飯田委員、松村委員、本田委員
配布資料
【第１回：書面での質疑応答・情報共有】

・資料１　（仮称）熊本市手話に関する施策の推進方針の策定について
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・資料４　重症心身障がい児者・医療的ケア児者の生活調査について
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・資料７　各部会報告

・資料８　委託相談支援事業所からの報告

・資料９　熊本市障がい者相談支援センターモニタリング結果

・資料１０地域生活支援拠点等整備の検討状況について（地域支援事業の実績報告）

・資料１１熊本市障がい者自立支援協議会で取り扱う課題一覧

・しごといくVol.8

・熊本市障がい者自立支援協議会設置要綱の改正について（新旧表）

・熊本市障がい者自立支援協議会設置要綱

・委員名簿

・令和２年度会議日程

【第２回】

（事前送付）

・資料３　各部会報告資料

・資料４　相談支援機能強化員会議報告

・資料５　第６期熊本市障がい福祉計画及び第２期熊本市障がい児福祉計画（案）

　　　　　　P５３、５４差し替え資料

・資料８　熊本市障がい者自立支援協議会で取り扱う課題一覧

（当日配布）

・次第

・委員名簿

・席次表

・資料１　第1回熊本市障がい者自立支援協議会　委員意見・質問一覧

・資料２　委託相談支援事業の公募について

・資料５　第６期熊本市障がい福祉計画第２期熊本市障がい児福祉計画（素案）の概要

・資料７　手話に関する施策の推進方針について

	進行
	１　開　会　
２　事務局挨拶
３　新委員紹介
４　事務局紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	相藤会長

	５　議事
（1） 新たな取組み等の概要紹介について
それでは、本日の議事に入ります。まず、議事（１）新たな取り組み等の概要紹介について、事務局より説明をお願いします。

	事務局
（障がい保健福祉課）
	資料１に基づいて説明
＜資料１：第1回熊本市障がい者自立支援協議会　委員意見・質問一覧＞
※第二回会議資料の資料１

	相藤会長
	ありがとうございました。ただいまの説明に関して、ご意見等があればおねがいします。

	勝本委員
	質問の7番、障害者差別解消法に関する相談の質問について、ご回答の中で、ここに書いてある行政機関で受付された件数以外に各区の福祉課等の窓口で完結したもの、特段の対応を要しないもの等の軽微な相談については計上していないという事ですが、件数は把握していらっしゃるのですか。

	事務局
（障がい保健福祉課）
	それぞれのここに上がっていない数字については、毎年開催している差別解消の地域協議会で調査を掛けて件数をあげています。昨年は開催出来ていないので、今のところまだ、データは持ち合わせていません。また、機会を踏まえてご説明させていただければと思います。

	勝本委員
	特段の対応を要しないけど相談があったという事で、各区の福祉課の方で件数等は把握されていると思いますが、対応を要しないものでも、障害者の方が暮らす地域の身近なところで相談出来るような環境にあった方がいいと思うので、相談支援センターの相談窓口の周知をもう少し活発にしていただくと良いのではないかと思います。

	相藤会長
	軽微でも対応したという事であれば計上してもいいのではないかと思いますので、ご検討いただきたいと思います。

	西委員

	最近またコロナが広がってきているが、障がい者がコロナに感染した場合や濃厚接触者になった場合は、熊本市として緊急避難の体制はされているのか。どのような形で（ホテル・施設等）で受け入れ可能か、そういう計画があるのかを教えていただきたい。

	事務局
（障がい保健福祉課）
	お子様のＰＣＲ検査が陽性であれば、感染症医療機関に入院していただくことになります。ご家族の方が陽性でお子様が陰性の場合は、保健所が現地に出向いて、ご家族親族の方で面倒を見ていただく方がいらっしゃるかどうかをまず確認します。いらっしゃればその方にお願いして、いらっしゃらない時は、児童相談所が出て参ります。お子様に障がいがあれば同時に私共にも要請が入るので、児童相談所とどうするのか検討させていただきます。
場所としては、まず児童相談所の一時避難所を確保しています。そこで無理ならば、施設の入所を考えなければならないので、児童相談所と施設とで協議をしながら対応していきたいと考えています。

	西委員
	障がい者の場合は？

	事務局
（障がい保健福祉課）
	大人の方の場合は、ご自宅で生活を優先されるようであれば、そこをいかに支えていくかを、関係の相談支援事業所やヘルパー事業所さんと一緒に考えていきたいと思っています。施設入所になったら、施設と相談しながら進めていきたいと思っています。

	西委員
	クラスターが発生した場合は、対応が大変難しくなってくると思われます。緊急時の施設を確保している自治体もあるので、そういう検討もお願いしたい。

	事務局
（障がい保健福祉課）
	まず、ケースごとに緊急時の対応をどうしていくのか、支援体制を考えていただくよう事業所の方にお願いしております。ケースごとの対応が困難ならば、区を単位として事業所集団を作って支援体制を作っていただきたいと皆さんにお願いしています。より現実に近づくような支援体制を作っていきたいと考えております。

	西委員
	うちも入所施設を抱えておりますが、現在ショートステイができない状態です。入所の方々も家に帰れない状態が続いており、施設がなんとかしようとしても、難しい状態が続いているのが現実なので、その辺をもう少し考えていただければと思いました。

	事務局
（障がい保健福祉課）
	今、熊本県がコーディネイト事業を県の施設協会さんに事業を委託されていて、その事業は市においても利用対象に入っていますので、我々も施設協会さんと緊密に連携を取りながらやっていきたいと思っています。

	相藤会長
	よろしいでしょうか。他にございますか。
次に委託相談支援事業の公募について、事務局より説明をお願いします。

	事務局
（障がい保健福祉課）
	資料２に基づいて説明
＜資料２　委託相談支援事業の公募について＞
※第二回会議資料の資料２

	相藤会長
	（２）各部会報告
続きまして、議事（２）の各部会報告に移ります。

それぞれの「部会報告」を、子ども部会、就労部会、相談支援部会、精神障がい者地域移行支援部会の順にお願いします。

それぞれ報告の持ち時間は３分を目安にお願いいたします。

まず、子ども部会について西委員からお願いします。

	西委員
	【　部会報告　】

子ども部会
　去年度はミニ研修、子どもプラグの進捗状況報告、余暇支援マップの更新作業、事例検討の大きい4つの柱でやって参りました。
今年度新たに内容を刷新しようという事になりまして、ひとくちに障がい児といっても幼児から18歳高校卒業までと幅広い年代にわたるので、Ａ幼児期、Ｂ学齢期の小中学校、Ｃ学齢期の高等学校・あらゆる支援に関する情報の班という事で、Ａ～Ｃ班と分けて会議を行おうという事になりました。
今年度はコロナの関係があって最初の間なかなか部会が開けないという事で、少人数での運営委員会を5、6月に開催して部会の進め方について話し合いを行い、Ａ～Ｃ班に分かれて、それぞれに興味がある所に所属していただいて班編成を行いました。現在は、班ならではの移行期の問題等をそれぞれ話し合っている最中です。来年2月に予定されている本会議において、何らかの提案が出来ると思っております。以上です。

	相藤会長
	ありがとうございました。
次に、就労部会について山田委員からお願いします。

	山田委員
	就労部会
　私共の部会は、コロナの影響があり、2月に予定していた毎年一番のイベントとしていた就労フェアが中止となりました。こういった状況でどのような活動が適切なのかというところで、運営委員会をリモートで行ったり、会議室で少人数と色々考えて参りました。ようやく最近やっと部会を再開することが出来たのは嬉しい限りです。
昨年も今年も5班構成で考えています。ホッとワーク班、ワークイノベーション班、お悩み解決班、当事者対話班、企業就労班です。特に毎年私共の部会には、企業就労班が中心になって「しごといく」がvol.8になりました。障がいを持った方々がもっと一般の企業等で働くために、部会でもいろんな情報発信や就労フェアの開催など、もっと多くの方にお伝えしたいと思い、昨年度、熊大特別支援学校の永井先生が中心になって作っていただきました。こういった活動をできれば今年も是非やりたいと思っていますが、こういったご時世なので、会社訪問等もなかなか厳しい状況かなと思っています。
先週ようやく部会を久しぶりにやらせていただいて、ミニ研修はできませんでしたが、地域での課題を原点に戻って、今自分たちが出来る事がこの状況で何があるのか、各班に分かれてまた話し合って、それぞれまとめて活動をもう一度計画し直そうと思っています。今年もこういった状況ですが、自分たちでできる事をやっていきたいと思っています。

	相藤会長
	ありがとうございました。
次に、相談支援部会について平田委員からお願いいたします。

	平田委員
	相談支援部会
部会のテーマは昨年と同様に「相談支援専門員とは～1から振り返る相談支援のあるべき姿～」と難しいような感じがしますが、基礎的な事を固めていこうと

いう趣旨です。部会はコロナウイルスの関係もあって、7月が今年度第1回目、10月が第2回目と今まで2回開催ができています。11月も開催が出来れば25日に行う予定です。当初は7月10月も開催が難しいと思っていましたが、障がい保健福祉課さんの全面的なご協力と、運営委員の皆さんのご協力もあって何とか2回開催できました。
当初相談支援部会として2時間のところをコロナの感染対策の一環として、2回とも1時間程度で終わらせていただいています。今月も1時間半を予定しています。開催の内容は、記載の通り、情報提供とグループワークを主にさせて頂いています。今年度から相談支援専門員の養成研修カリキュラムが大幅に変更になり、日数が増えたことと、内容がかなり大きく変わったところがあり、7月にはその情報提供をさせていただきました。
会場が主な大きな課題で、7月はかなり大きな会場を、障がい保健福祉課さんにご協力いただいて用意したのですが、会場のキャパを超えるぐらいの参加者がお見えになって、10月の開催からは事前に参加の申し込みをして人数調整をして開催をしました。今後コロナの状況を見ながら開催を検討していければと思っています。以上です。

	相藤会長
	ありがとうございます。
最後に、精神障がい者地域移行支援部会の谷口委員からお願いします。

	谷口委員
	精神障がい者地域移行支援部会
今年度のスケジュールに関しては、別紙のとおりです。また部会の構成を全体部会、各区部会、それを取り巻くコアメンバー会議という3つの構成にしております。このコロナを私達当然想定しておりませんでしたので、どうなるかと思っていましたが、オンライン会議等、ごく少数に絞った会議体での運営で進めています。
内容は各区それぞれ資料裏面に記載しておりますが、中央区・東区に関しては各医療機関の感染状況と感染対策状況等を考慮してオンライン会議、人数を絞った形での開催を進めている状況です。
今後は12月8日にコアメンバーと各区をオンラインで繋いで、地域移行・地域定着関連の進捗状況の報告と、コロナ禍でのサービスに関する困り感など、皆さんの話を伺いながら進めていきたいと思います。

	相藤会長
	ありがとうございました。以上、部会についての報告をいただきましたが、委員の皆様からご質問などはございませんか。
今回、お聞きしてコロナの影響がかなりどこの部会も出ていると思います。リモート会議など色々と工夫をしながら、意見の集約をしているとお聞きしたので、コロナが続くかもしれないと思われますので、なるべく中止でなくて継続で、やり方の工夫をしてやっていただけたらと希望いたします。

	相藤会長
	３）委託相談支援事業所からの報告

それでは委託相談支援事業所からの報告です。お願いいたします。

	後藤委員
	相談支援機能強化会議　報告
市内9か所に設置している熊本市障がい者相談支援センター間の各区にまたがる情報共有や市全体としての対応の整合性を図る場として、各センターに1名ずつ配置している相談支援機能強化員が集まる会議を開催しています。
基本的に月1回開催しています。このコロナ禍で色々な会議が中止されていますが、相談支援機能強化会議は毎月1回実施しています。

定例のテーマは、「各区障がい福祉ネットワーク会議の進捗状況」、「委託ケースの対応について」、「各種会議の出席状況及び報告について」、「市からの連絡事項について」です。
まず、4月に臨時会議を行っています。この時は、新型コロナウイルスへの対応ということで、「障がい者相談支援センターの状況・休業時の対応について」、「市内の相談支援事業所が休業になったときどう対応するか」、「障害福祉サービス事業所が休業時の対応について」も検討しています。休業時のバックアップ体制としてどのように行っていくのかの意見交換を行っています。
6月からは定例で行っています。この時は、各区ネットワーク会議の状況を確認したのですが、コロナ禍で実施が難しく足並みが揃わないのですが、1回目も2回目も中止・延期になっているところがありますが、今月だいたい1回か2回目の開催をすることになっています。それから、各センターにおけるコロナ対応について検討を行っています。感染防止に十分注意しながらセンターの運営を行っています。感染の疑いがある利用者に対するヘルパーや訪問看護の確保に不安があがっています。市からは、虐待対応時のセンターへの協力依頼があっています。
第2回目については、委託センターの対応について、各事業所でトラブルを起こす利用者への介入をどうするか検討しています。市からの連絡事項としては、重度心身障がい児者・医療的ケア児者生活実態調査の協力依頼、介護保険制度の円滑な利用について、新型コロナウイルスや災害時の個別支援に対する計画について連絡が行われています。
第3回目は、ずっと前から言われている事ですが、ヘルパー不足の対応がなかなか解決していなくて、各事業所さんが本当にお困りになられている実態があがっています。
第4回目のところでは、委託ケースの対応として、身体の障がい者の方が、コロナによってゴミ出しもなかなかスムーズにいかないと議題に上がっています。サービス事業所の役割の明確化、スムーズな利用体験支援について、計画相談支援事業所の確保について、65歳以上の介護保険の実態について、日中サービス支援型共同生活援助に関する協議会について検討しました。
第5回では、計画相談依頼の対応について、機能強化員会議での地域課題の抽出とアクションについて、住宅改修の手続きについて、利用者から支援者へのモラハラの対応についてもあがっています。
その他として、相談支援従事者研修が今年度からカリキュラムが変わっている件で、熊本市の障がい保健福祉課の協力をいただいて、情報をいただいています。以上です。

	相藤会長
	ありがとうございました。今回9か所の熊本市障がい者相談支援センターから委員としてご出席いただいています。代表として後藤委員からご報告いただきましたが、皆様から質問等はありませんか。
では、私の方からよろしいでしょうか。他の部会のほうでもそうだったんですけれども、とても各部会で濃厚な話し合いが行われていますが、なかなか時間の都合で詳しくはできないということでこの「報告」という形でやっていただいているのが現状です。
相談支援機能強化員会議は各ケースの対応について各回やっておられますよね。例えば2回目の「各事業所でトラブルを起こす利用者について」、一言でもいいので、どういう意見が出たのかを知りたいと思います。
3回目の「ヘルパー不足への対応について」は施策の会議でも出ましたし、先ほど後藤委員がおっしゃったように以前からの課題となっている。その中でどういう意見が各事業所さんから出ているのか、各事業所さんから意見が出たということは関わっている障がい者さんたちの意見が吸い上げられて、報告されているということになると思うので、4回目の「障がい者のゴミ出しについて」も対応をどうされたのか、結果がどうだったのか、そういうことを付け加えて言っていただければ幸いです。

	谷口委員
	ヘルパーさんの人材不足の件で、ヘルパーさんは利用者さんとの関係性であったり、様々な就労場面で大変なことが多いと思うのです。その件について、機能強化員会議の中で話し合いをさせていただいたところ、熊本県ヘルパー協議会の田尻委員に情報提供いただいて、労働関係の相談窓口があると知り、そういう窓口があるという情報提供・情報発信が出来たという事例がありました。

	相藤会長
	ありがとうございます。他に皆さんございませんでしょうか。

	清田委員
	4月にコロナ拡大時の対応について話し合われていますが、冬場になってまたこういうことが起きるのではないかと思うのですが、今後どんな対応をしていくのか教えてください。

	後藤委員
	今その資料をお持ちしていないのですが、話し合った後に入所関係だったらこういう動きをする、通所系だったらこういう動きをするという分かりやすい書類を市に作っていただきました。

	谷口委員
	相談のほうは、委託のメンバーでＡチームＢチームと人を分けまして、一つのチームが感染しても、もう一つのチームによって業務の維持ができる形を作り、実際1～2か月どうにか乗り越えた実績はあります。もう少し人の配置を検討する余地はありますが、うまくいきました。

	平田委員
	今案内があったのは各事業所での工夫の仕方でしたが、例えばうちの事業所でコロナに罹患した職員が出て運営ができなくなった場合はどうするか、法人内部で調整するか、それで無理なら同じ圏域の相談支援事業所がフォローするか、特定相談支援事業所が事業閉鎖に追い込まれた時はどうするのか等も障がい保健福祉課さんと協議して、相談を受けることを継続できるシステムを考えていただいて、皆さんでそれを共有しました。サービス提供事業所はどうでしたか？

	谷口委員
	基本的には先ほどのＡチーム・Ｂチームのように、一つの先発隊がいて、そこがだめだったら次が行くという形です。圏域の指定特定と、委託の事業所が厳しいようであれば、内部法人からの応援と委託のセンターにも入っていただく形。最悪の状態を想定して、他の事業所さんも、訪問系の事業所さんはそういったチーム作りをされているところが多かったと記憶しています。

	相藤会長
	そういうことでしたら、基幹相談支援センターも受けていただけたらと期待しますけども、今お聞きしたところで相談支援事業所さんと行政が連携を取って対応されることが分かりましたので、今後共連携をしながら対応していただきたいと思います。

	相藤会長
	（４）テーマについての協議

次に、議事（４）「テーマについての協議」について、今回は３つのテーマが設けられています。
■第６期熊本市障がい福祉計画及び第２期熊本市障がい児福祉計画の策定について

まずは１つ目のテーマ、第６期熊本市障がい福祉計画及び第２期熊本市障がい児福祉計画の策定について、事務局から説明をお願いします。

	事務局
（障がい保健福祉課）
	資料５に基づいて説明
＜資料５　第6期障がい福祉計画及び第2期障がい児福祉計画の策定について＞
※第二回会議資料の資料５

	相藤会長
	■日中サービス支援型共同生活援助における報告・評価について

２つ目のテーマ、日中サービス支援型共同生活援助における報告・評価について事務局から説明をお願いします。

	事務局
（障がい保健福祉課）
	資料５に基づいて説明
＜資料５　日中サービス支援型共同生活援助について＞
※第一回会議資料の資料５

	相藤会長
	ありがとうございました。今のご説明に対して、何かご質問はございますでしょうか。令和2年度から始められた城南学園さんが、令和3年度に報告・評価を実施するということですが。

	西委員
	　今、実施されている城南学園さんがどんな形態でなさっているのか、例えば人数とか、日中活動の場と同じ場所なのかとか、新築で作られたのか等お伺いしたい。

	園田委員
	城南学園では、通所に通われたりする方がいらっしゃるので、そのまま事業所に通われている方もいます。日中サービス支援型は短期入所の事業も行いますので、その部屋の確保等はしています。
新築かどうかという部分については、母体の施設から離れ、地域の中でグループホームを運営しているので、そのグループホームは新築です。今までの共同生活援助からシフトする形で日中支援型に変更したと思います。定員はちょっと私もよく把握してないのですが、たしか7人までだったと思います。

	相藤会長
	今までのグループホームを変更されたということですか。

	園田委員
	事業形態を変えたというところです。

	西委員
	国は大規模な入所施設は作らない方針ですが、ニーズとしては、あまり小規模すぎても世話人さんが1人という不安もあると思います。それで城南さんがどんな感じで作られたのかなと気になりました。ありがとうございました。

	相藤会長
	■手話に関する施策の推進方針について

３つ目のテーマ、手話に関する施策の推進方針について事務局から説明をお願いします。

	事務局
（障がい保健福祉課）
	資料７に基づいて説明
＜資料７　手話に関する施策の推進方針について＞
※第二回会議資料の資料７

	相藤会長
	ありがとうございました。今の説明について、何かご質問はございませんでしょうか。

	多門委員
	ただいま、熊本市の手話の施策の推進方針の発表がありましたが、これに私は具体的に予算をつけてほしいと思います。どうぞ予算をつけて、本気でこれを推進していただきたい。
熊本市に2,800人聴覚障がい者の人がいるという話でしたけど、手話を勉強した人でないと聴覚障がい者でも手話はできないのです。特に中途失調症になった場合は理解できません。
手話通訳者を熊本市が募集していますが、今6名の他に応募がないんですよ。手話を生業にする同時通訳はとても難しいのです。習いたての人が僕たちの会議に来てくれたけど、私の言っていることが通じない。手話通訳は同時通訳でないと意味がない、けれども同時通訳ができるには相当一生懸命勉強しないとできません。それにはしっかり予算をつけて、手話通訳者が1人でも増えるようにしていただきたい。そうしないとこの条例は役に立ちません。絵にかいた餅になります。お考えいただきますように意見を申し上げておきます。

	相藤会長
	ありがとうございました。ぜひ絵にかいた餅にならないようにお願いしたいと思います。裾野を広げるには小さい時から手話の言語文化に触れさせる事も大切だと思いますので、是非そういう研修も含めて、この条例が機能するような形でお願いしたいと思います。

	事務局
（障がい保健福祉課）
	ご意見ありがとうございました。この条例を策定させていただいて、この中に予算の事も条例に入れ込んでおります。それから推進体制をもう1回見ていただきたいのですが、「２施策の進捗管理と見直し」の（1）に、進捗管理について載せさせてただいておりまして、当初進捗管理については既存の会議を活用しながらやっていく方針でしたが、それだけでは十分ではなかろうという事で、この為だけに懇談会を設置させていただこうと考えておりますので、それはひとえに私共の覚悟の表れとご理解いただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

	相藤会長
	５）その他

■委員から寄せられた各種課題の整理について
その他に移ります。まず、委員から寄せられた各種課題の整理について、事務局から説明をお願いします。

	事務局
（障がい保健福祉課）
	　資料８に基づいて説明
＜資料８「熊本市障がい者自立支援協議会で取り扱う課題一覧」＞
※第二回会議資料の資料８

	相藤会長
	これを読みまして、ある程度解決されているものもこの中にいくつか見受けられました。
部会の方と協議をして、ある程度できていれば減らしていっていいのではないかと思います。私からの提案です。よろしくお願いいたします。

	山田（勝）委員
	私も一昨年度からこの協議会に参加させていただいておりますけども、協議会の一番のテーマは、内容を検討することもですが、それぞれの立場、局ごとのネットワーク・繋がりを強化することと聞いております。課題について何か発言して、それを事務局側が頭をひねって解決に導いていくという流れではなくて、もう少し皆さんとディスカッションできる機会が生まれてもいいのかなと思いましたので、今後の会議の進め方等も含めてご検討いただければと思います。

	相藤会長
	今の意見に対して事務局いかがでしょうか。

	事務局
（障がい保健福祉課）
	ありがとうございました。先程ご提案がありましたように、内容のほうはもう少し精査をさせていただいて、削れるものは中身を軽くさせていただいて、運営をさせていただきたいと思います。また協議会の中で委員さん同士の活発な議論ができるような形で検討させていただければと思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。

	相藤会長
	ありがとうございました。他に何かございませんでしょうか。

	松村委員
	今手元にある来年度の計画案のＰ56～58の、発達障がいについての項目の中に、新たに追加する項目があると伺いました。ペアレントメンターの人数、ピアサポートの活動への参加人数、この2つの肝心の人数・参加人数が第6期の見込量としてこの資料には「検討中(見込なし)」と書かれていますが、今日までの間に何か動きがあっているのでしょうか。今後パブリックコメント等、いろいろな人からの意見の聴取もあると思います。そういう時もこの状態でお出しになるという事でしょうか。

	事務局
（子ども発達支援センター）
	ペアレントメンターやピアサポートについての検討を続けておりますが、具体的なところがまだ見えてこなくて、引き続き検討させていただいているところです。

	松村委員
	という事は、1月か2月のパブリックコメントの時期においてもこの状態で出されるという事でしょうか。見込みありませんという形でパブリックコメントを出されるとすると、なかなかこれを次年度の4月からスタートする計画として、どう我々は判断すればいいのか。

	事務局
（子ども発達支援センター）
	おっしゃる通りです。これをけっして放置しているわけではありません。検討をしていますが、パブリックコメントの時期までに見込数を出すのはちょっと難しいのが率直なところです。

	松村委員
	障がい保健福祉課さんはどうお考えでしょうか。

	事務局
（障がい保健福祉課）
	パブリックコメントを行うということは、具体的に示していかないと何とも意見の出しようもないので、内部でもう一度検討させていただきたいと思います。皆さんからご意見をいただくわけですから、ご意見を頂けるような形を取りたいと思っております。

	相藤会長
	よろしいでしょうか。他にはございませんでしょうか。
以上で、本日の全ての議事が終了しました。

それでは、事務局にお返しします。皆さんのご協力ありがとうございました。

	進行
	６　事務局連絡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
７　閉　会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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